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梵 文 長 阿含 のTridandi-sutraに つ い て

松 田 和 信

1倶 舎 論 に お け るTridandi-sutra

『倶 舎論(AKBh)』 第4章 「業品｣に おいて,ヴ ァスバ ン ドゥは 「戒蘊(Silaslcan-

dhika)｣の 中で世尊 によって説かれ る として 阿含 のフ レーズを引用す る.ヤ シ ョー

ミ トラは,こ れ を 「戒 蘊｣な る 「品(nipata)｣で あ ると註釈 し,ト リダ ンデ ィン

(Tridandin)を 対 告衆 とす る長 文の 阿含 を引用 してい る1.こ れは本 庄良文 氏の整

理番号で は4092番 に あた る引用で あるが2題,こ の引用 をシャマタデー ヴァも 「戒

蘊 のTridandi-sutra｣と 指 摘 して いる.さ らに業品 における他 の二箇所 の引用阿含

(本庄4017番3),4087番4))も,『 倶 舎論』 自体 は言及 しないが,シ ャマ タデー ヴァ

に よれ ば同 じTridandi-sutraの 経 文で ある.こ れ ら三箇所 で引用 され る経文の 内容

は,い ずれ も所謂 「戒蘊 定型句」 の一部 に他 な らな い.山 極伸之 氏が指摘 して い

るように5),パ ー リ長部 の 「戒蘊品(Silakkhandha-vagga)」 は,戒 蘊定型句 を持つ 阿

含 経典 を集 めてひ とつの品 としたものであ り,さ らに他 の仏教教 団の伝 承 した長

部 あるいは長 阿含 に も同様 の意図で構成 され た品が存在 す るこ とが推定 され る.

な お仮 に定型句 を含 まない経典が その中にあ った としても,先 行経 典に定型句 を

護 って,当 該 経典 で はそれが省 略 され てい るだ けであ る.従 って,ヴ ァスバ ン

ドゥ,ヤ シ ョー ミ トラ,シ ャマ タデーヴ ァが用 い たで あろ う 〔根本 〕説一切有部

教団の 『長 阿含』 に も当然の こ となが ら 「戒蘊 品｣が 含 まれ,そ の中に戒蘊定型

句 を持つTridandi-sutraが,戒 蘊品 を構成す る一経典 として存在 したで あろ うこと

が,注 釈書 の指摘 か らも想像 で きる6).し か し,説 一切有部 の 『長 阿含 』 はすで

に失われ,こ れ まで は中央 アジア出土のわずかな断簡が認 められ るだ けで あった.

と ころで,三 箇所 の引用 が戒蘊品 を構成 す る経典すべ てに現 れ る定型句 の一部で

あ る とす れば,我 々 に も馴 染み のある他 の著名経典 で はな く,な ぜ注釈 者 はTai-

dandi-sutraの 名 を挙 げてい るので あろ うか.事 実 シ ャマ タデー ヴァは三箇所 の 引

用 の うち,二 箇 所(本 庄4017番,4087番)で は 「戒 蘊 のTridandi-sutraな ど｣と
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言 って,他 の経典 にも同文が現 れ るこ とを示 唆 してい るのであ る.Tridandi-sutra

の対 応経 はパー リ ・ニカーヤに も漢訳阿含 にも存 しない.そ の正体 は不 明であ っ

た.し か し,新 たな資料 が発見 された現在で は,Tridandi-sutraの 名 前が言及 され

る ことに理 由が ないわ けで はないよ うに思 える.

2説 一 切 有 部 『長 阿 含 』 の 「戒 蘊 品 」

今 か ら数年前,90年 代 の 中頃 と思われ るが,〔 根本 〕説一切有部 の梵文 『長 阿

含経(Dirgha-agama)』 の樺皮 写本が発 見 され た.各 種情報 を総合 す る と,発 見場

所 はパ キスタ ンの ギル ギ ッ トの可能 性が高 い.写 本 は分割 され,ロ ン ドンのマー

ケ ッ トを通 して複 数の蒐集家 に引き取 られて いった.写 本 の最終葉が残存 してい

た こ とによ り,そ の頁番号 か ら判 断 して,全 体 で454葉 か らな る巨大写本 であっ

た.た だ し,前 半部 分 は痛みが激 し くて断片 しか回収 されず,一 方,後 半部分約

230葉 は幸運 に も原 形 を とどめてい た.写 本 は,縦10cm,横50cm程 度 の貝葉形

樺皮 の両面 に8行 つつ書かれ てい る.書 写 に用 い られたギルギ ッ ト・バ ー ミヤ ン

第2型 文字,お よびオ ランダのフ『ローニ ンゲ ン大学 で2001年 に行 われた炭素14

に よる年代測定 か ら判 断 して,8世 紀前半 に書 写 された写本で ある と見 なされ る.

こ のよ うに,す べての フォ リオが完全 な形 で残 っていたわ けで はないが,各 品あ

るいは写本末尾 に配 され た 目次(uddana)に よ り,説 一切有部 の 『長阿含 』が第(

編 「六経品(Satsutraka-nipata)｣全6経,第2編 「双 品(Yuga-nipata)｣9組 のペ アー

経典 よ りな る全18経,第3編 「戒 蘊 品(iSilaskandha-nipata)｣全23経 の,3編47

経 か ら構 成 され るこ とが判 明 した7).こ こで問題 に してい る戒蘊 品 は,第1編 に

置かれ る 『パ ー リ長部』 とは対蹠 的 に,説 一切有部 の 『長 阿含』で は最終第3編

に配 されてい た ことによ り,奇 跡的 にその全 フォ リオが回収 された8).そ れ に よ

る と,果 た して戒 蘊品 の第1経 は,こ こで問題 に してい るTridandi-sutraで あ る.

シ ャマタデー ヴ ァとヤ シ ョー ミ トラの二人 の注釈 者 は,恐 ら くは,戒 蘊 品の第1

経 に位置 し,そ れ以降の経典 に先立 って戒蘊 を表 明す るTridandi-sutraを 念 頭 に置

いて,こ の経典名 を掲 げてい るので あろ う9).こ の経典 がパ ー リ ・ニカーヤ に対

応経 を持 たず,さ らには有部 の 『長 阿含』が漢訳 されなか ったた め,我 々にはな

じみがないだ けで,当 時 の説一切 有部三蔵 に親 しんだ人で あれ ば,戒 蘊 品の冒頭

に置かれた著名経典で あった はずで ある.
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3戒 蘊 品 第1経Tridandi-sutraと 第2経Pingalatreya-sutraの 内 容

『長 阿含 』 の戒蘊 品 を構成 す る23経 の うちで,Tridandi-sutraに 続 く戒蘊品第2

経 はPingalatreya-sutraで あ る.こ の経典 もTridandi-sutraと 同様,パ ー リ ・ニカー

ヤお よび漢訳 に対応経 は存 しない.内 容 的 にはTridandi―sutraに 酷 似 す る.以 下,

両 経 の内容 を併せ て紹介 す る10).

Tridandi-sutra (folios 360v2-367r4) 

(360v2) evam maya srutam ekasmin samaye bhagavan rajagrhe vihara[t]i (venvane kalan-

dakanivape atha) [tr]dandi parivrajako [yena bhagavams tenopasamkranta](h |upasam-) 

kramya bhagavata sardham sammukham sammodanim samramjanim vividham katha(m) 

vyatisaryaikante nisannah (|) e[ka](ntanisannas trdandi pari)[vra]jako bhagavantam idarn 

avocat (|) brahmana bho g[au]tama dharmyaya bhaiksacaryaya bhogan samudaniya 

traividyesu brahmanesu daksinam pratisthapayanti traividyesu bho[ga] .... [brahmane](su) .. 

......... -pita atyartham mahaphala bhavanti mahanusamsa(h |) kiyata tridandin traividyo 

bhavati (|) iha 11) bho gautamo brahmano bhavaty upeto matrtah pitrtah samsuddho 

grahanya[m] anaksipto ja[ti](vadena gotra)vadena yavad asaptamam matamaham pitama-

ham yugam upadayadhyapako 12) mantradharah trayanam vedanam paragah sanighandukai-

tabhanam saksaraprabhedanam itihasapancamanam padaso [vyakara](no) ['bhirupo] dar-

saniyah prasadikah .. (|) iyata bho gauta[ma] brahmananam traividyo bhavati anyatha 

khalu tridandin 13) arye dharmavinaye traividyo bhavati (|) yathakatham bho gautama arye 

dharmavinaye traividyo [bhavati] (|) 

[iha tri]dandi(n) sasta loka utpadyate tathagato 'rhan samyaksambuddhah vidyacarana-

sampannah sugato lokavid anuttarah purusadamyasarathi(h) sasta devamanusyanam bud-

dho bhagava[n] (361rl) sa dharmam desayaty adau kalyanam ....

以 下 「破 僧 事 」に現 れ る沙 門 果 経 戒 蘊 定 型 句(Gnoli ed.,pt.II)pp.230.11(§37)-240.18(§63)

と同文 の た め省 略14)

(366r3) sapakse nivaranani prahaya cetasa upaklesakarani prajnadaurbalyakarani vighata-

paksyany anirvanasarnvarttaniyani viviktam kamair viviktam papake(na) + + + -rtham 

dhyanam upasampadya viharati (|) 

sa evam samahite citte parisuddhe paryavadate anamgane vigatopaklese karmanye 

sthite animjyaprapte ...

982



(132) 梵文長阿含のTridandi-sutraに ついて(松 田)

以下 「破 僧 事｣に 現 れ る沙 門果 経 六 神 通 定 型 句 の 中 の 三 明 相 当分(宿 命 ,死 生,漏 尽)

と同文(Gnoli ed.,pt.II)pp.249.3(§83)-250最 終 行(§85) .但 しabhijna(神 通)の 語 の 代 わ

りにvidya(明)の 語 を使 用.

(366v8) atha bhagavams tasyam velayam gatham bhasa(te)| 

purveni(367r)vasam yo vetti svargapayams15) ca pasyati 

atha jatiksayam prapto vijnanavyavasito(sic) muni(h|) 

cittam vimuktam janati muktam ragena sarvasah (|) 

vidyatraye.na sampannas traividyas tena kathyate 

iyata 16) [trdandin rye dharmavina]ye traividya(h|) hamta bho gautama gamisyamo 

bahukrtya(h) smo bahukaraniya(h|) yasyedanim trdandi(n) kalam manyasa ity (|) atha 

trdandi parivrajako bhavato bhasitam abhina[ndyanumodya bhagavato] 'ntikat prakrantah 

(•a) 

antaroddanam 17)•a 

(1,•˜41) bijani (2.•˜42) sannidhikurya (3,•˜43) mahasayana (4,•˜44) mandalam 

(5,•˜45) darsanam (6,•˜46) sramanam (7,•˜47) dyutam (8,•˜48) katha (9,•˜49) vigrahakena [ca]

(10,•˜50) rajadutas ca (11,•˜51) kuhanavargo bhavati sa + dditah 

(12,•˜52) u[tpatas ca] (13,•˜53) [muhurtta]s ca (14,•˜54) cikitsa (15,•˜55) manilaksanam 

(16,•˜56) ajavanam (17,•˜57) a[va]hanam (18,•˜58) bhayam (19,•˜59) rajaparajayah 

(20,•˜60) tatha ca candrasuryabhyam (21,•˜61) vipako bhavati pascimah •a 

Pingalareya-sdtra (folios 367r4-369r5) 

(367r4) evam maya [sru](ta)m ekasmi[n sama]ye bhagavam rajagrhe viharati venuvane ka-

landake nivape (|) atha pimgalatreya(h) parivrajako yena bhagavams tenopasamkranta(h|) 

upasamkramya bhagavata (sardham) sammukham sammodanim samramjanim vividham 

katham vyatisaryaikante nisannah (|) ekatanisannah pimgalatreya(h) parivrajako bhagavatah 

puratas tasthad udanam u[da] .... ti|ity api traividya brahma[na] ity api [trai]vidya brah-

mana iti (|) kiyatatreya brahmananam traividyo bhavati (|) iha bho gautama brahmano bha-

vaty'8 upeto matrtah pi[trta](h samsuddho) grahanya(m) anaksipto jativadena gotravadena 

yavad asaptamam 19) matamaham pitamaham yugam upadayadhyapako mantradharas 

trayanam vedanam paragah (sanighandukai)(367v)tabhanam saksaraprabhedanam itihasa-

pamcarnanam padaso 20) vyakaro 'bhirupo darsaniyah prasadikah (|) yada bho gautama bra-

hmanana.m traividyo bhavati (|) na khaly ayay(sic)atreya .. /// (367v2) -trakena na palitah lo-
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pitamatrakenarye dharmavinaye traividyam prajnapayami (|) yanv aham aryena 
nyayenarye 21) dharmavinaye traividyam prajnapayami yatha[ka]thaln bhavam(sic) 

gau[ta](maryena) nyayenarye dharmavinaye traividyam prajnapayati (|) 

ihatreya sasta loke utpadyate tathagato 'rhat samyaksarnbuddho .....

以 下 「破 僧 事 」 に現 れ る沙 門 果 経 相 当部 と同 文(Gnoli ed.,pt.H)pp.230.11(§37)-232.

11(§37).

(369r3) purvavad vi[sta]rena yatha trdandisutre (|) tatra ko visesah (|) 

purvenivasam yo vetti svarga[pa]yams ca pasyati| 

atha jatiksayam prapto 'bhijnavyavasito munih (|) 

cittam vimuktam janati muktam ragena sarvasah (|) 

tad aham vadami traividyam na yo lapitapavakah | 

atha [pim]galatreyah parivrajako bhagavato bhasitam abhinandyanumodya bhagavato 

'ntikat prakrantah •a

写本 に一部欠落が見 られ るため,全 体 を完全 に復元 す るこ とはできないが,そ

の概略 は理解 す ることができ よう.前 述 の ようにTridandi-sutraは 戒 蘊品の冒頭 に

あって,戒 蘊 を定義 す る経典 であ る.『 長 阿含』 を構成 す る一経典 で あるに もか

かわ らず,こ れだ けの分量 に過 ぎな いのは,ロ ーマ字転写中 に示 した ように,戒

蘊定 型句が 『根本有部 律』 の 『破僧 事(Sanghabheda-vastu)』 に現 れ る 『沙門果経』

相 当部 中の戒蘊定型句 と同文 で あるので省略 し,そ れ に続 く三明 の箇所 も,同 じ

く 『沙 門果 経』相当部 に含 まれ る六神通 の説 明箇所 中の三明 に相 当す る宿命,死

生,漏 尽 と同文で あるので省 略す る と,こ れ だけで全 文 を紹介 した ことになって

しま う.経 典末尾の二偈 の うち,第 一偈 はかつ て榎本 文雄 氏 によって考察 された

偈 に他 な らないが,こ の写本 によって新 たな資料 が加 わる ことになる22).

続 く第2経 のPingalatreya-sutraも プ ロロー グお よびエ ピローグの一部 と対 告衆

の名前 が トリダンデ ィ ンか らピンガ ラ ・アー トレーヤ に代わ る程度 で,実 質 的な

内容 は7taη ψ―碗raと 同 じで あ る、 この第2経 もTridandi-sutraと 同 様,Sangha-

bheda-vastuに 現 れ る 『沙門果経』相 当部 は省 略 して提示 した.た だ し,写 本 の分

量 はTridandi-sutraが7葉 で あ るに対 し,こ ち らは,わ ず か2葉 半 にすぎない.こ

れは筆者で はな く,写 本 自体が途 中で文章 を中略 し,Tridandi-sutraの 名 前 を掲 げ

て,そ れ と同文 である ことを注記 しているか らである23).
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4二 つ の 経 典 とパ ー リ増 支 部 の 二 経 典

Tridandi-sutraで は トリダ ンデ ィンな る遍歴行者(parivrajaka)が 世 尊 に対 して三

明(trividya),つ ま り三 ヴェーダをそな えた婆羅門 に布施 をすれ ば大 いな る結果 が

もた らされ ると主張 し,自 分 の立場 か ら三明 をそなえた婆羅門 を説明す るが,そ

れ に対 して世尊 は,戒 蘊 を提示 した上で,三 ヴェーダ とは異な る仏教側 の三 明を

主張 して真 の婆羅 門 とは何 か を明 らか にす る.一 方,Pingalatreya-sutraは 「三 明

に通 じた婆羅 門,三 明 に通 じた婆羅 門 とい うけれ ども,そ れは二体何か｣と い う

質問か ら始 ま り,遍 歴 行者の アー トレーヤ と世尊が それぞれの立場か ら三明 につ

いて説明す る とい う内容 を持つ.プ ロロー グの後 は,Pingalatreya-sutraの エ ピロー

グ部分が短 くな ってい るだ けで,二 つの経典の中心部分 は同文で ある.

ところで,こ れ ら二経典のパ ー リお よび漢 訳阿含 の対応経 は存 しない と述べ た

が,パ ー リ増 支部 「婆 羅門 品｣の 二経 典AN.III.58(Tikanno)と59(Janussoni)に

注 目してお きたい24).38は 「三明 に通 じた婆羅 門,三 明に通 じた婆羅門 とい うけ

れ ども,そ れ は何か｣と い う疑 問か ら始 ま り,39の 方 は 「三明 をそなえた婆羅 門

に布施すべ し｣と い うこ とか ら説 き出 され,そ の後 は二 つ とも同文で三明が提示

され,最 後 には 『長阿含』の二経典末尾 の2偈 とパ ラレル な偈 も現れ る.つ ま り,

38はPingalatreya-sutraに,59はTridandi-sutraに そ の構 成が完全 に一致 してい る.

た だ し,増 支部 の二経典 は 「婆羅門 品｣に 属 す るためか,『 長 阿含 』 の二経典 と

異な って戒蘊定型句 は現 れ ない.戒 蘊定型句 を欠 くため,こ の両者 がパー リ対応

経 とい うこ とはで きないのか も しれないが,こ れ らが恐 らくは同一の源泉文献 か

ら枝 分かれ して成立 したものであ ることは間違 いないで あろ う.58に 現 れ る対告

衆 のTikanna(Skt.Trikarna)が 『長 阿含』 に現 れ るTridandinと い う人物名 と無関係

ではな いよ うに も思え る.如 何 な るソースか ら如何 なる言語 的変遷 を経て,こ の

ような二つ の語形 が現れ るのか筆者 には説 明で きないが,Tilcannaな る人物 名 は,

検 索 した限 りで はパ ー リ ・ニ カーヤでは この箇 所以外 には見 出 されない.と もあ

れ同一 ソー スに由来 す る と思われ る経典 がパー リ ・ニカーヤ中に も見出 され る こ

とか ら して,Tridandi-sutraとPirigalatreya-sutraが,説 一切有部 『長 阿含』 のみに

含 まれ る ところの,説 一切 有部 においてゼ ロか ら作成 された独 自経典で ある と断

言す ることはで きないであ ろう.

1) AKBh, Pradhan lst ed., 255.13, Yasomitra, Wogihara ed., 420.18ff.
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(135)梵文長阿含のTridandi-sutraに ついて(松 田)

2題 本 庄 良 文 「シ ャ マ タ デ ー ヴ ァの 伝 え る阿 含 資 料-業 品(4)｣『 神 戸 女 字 大 学 教 育研 究

論 文 集 』8巻(1994)p.43.

3)AKBh,Pradhan lst ed.,208.23,本 庄 良 文 「シ ャ マ タ デ ー ヴ ァの 伝 え る阿 含 資 料 ― 業 品

(1)｣『 神 戸 女 子大 学 文 学部 紀要 』26巻(1993)p.182.

4)AKBh,Pradhan lst ed.,247.13,同 上 本 庄(4)p.41.

5題 山 極 伸 之 「パ ー リ長 部 「戒 蘊 品｣と 律 蔵｣『 佛 教 大 学 文 学 部 論 集 』80号((996)pp.

35-50.

6)本 庄 良文 「ウパ ー イ カ ー所 伝 の長 阿含 」 『印度 学 仏 教 学 研 究 』33-2(1985題 参 照 .

7)共 同 研 究 者 の イ ェ ン ス=ウ ヴ ェ ・ハ ル トマ ン(ミ ュ ンヘ ン大 学 題 に よ っ て す で に 数

点 の報 告 が 発 表 さ れ て い る が,先 立 っ 報 告 内 容 を含 む 最 新 の も の と し て,Jens-Uwe

Hartmann,Contents and Structure of the Dirghagama of the(Mula-)SarvastiⅣadins,『 創 価 大

学 国際 仏 教 学 高 等研 究所 年 報 』 第7号(2004)pp.119-131が あ る.

8題 写 本 の 葉 番 号 で い え ば 戒 蘊 品 は 第360葉 か ら最 終454葉 ま で を カ ヴ ァ ー す る.こ の

部 分 の 所 在 につ い て は,我 が 国 の 平 山 郁 夫 画 伯 が360葉?か ら363葉,お よ び367葉 か

ら384葉 ま で を,佛 教 大 学 が364葉 か ら366葉 ま で を,米 国 の 匿 名 収 集 家 が383葉 か

ら最 終434葉 ま で を購 入 して い る.

9)ち な み にAKBhに お け る3箇 所 の 引 用 文 に つ い て は,本 庄40)7番 が 写 本365v3に,

4087番 が366rlに,4092番 が363rl-6に 見 出 され る.

)0)以 下 は 単 純 な ロ ーマ 字 転 写 に 必 要 最 小 限 の校 訂 を施 した もの で あ る.読 解 に必 要 な

ダ ン ダ は括 弧 に 入 れ て補 い,文 章 に段 落 を付 け た.ま た ア ヴ ァ グ ラバ は 写 本 に は一 切

認 め られ な い が,括 弧 な しで 補 っ た.さ ら に写 本 の 破 損 部 分 で,現 時 点 で 筆 者 に復 元

で きな い 箇 所 は転 写 に用 い た 記 号 の ま ま放 置 した.ま た本 文 中 に示 す よ うに,『 破 僧 事

(stgbgbbeda-vastu)』 と同文 箇 所 は省 略 す る.

1)以 下 の 長 文 は 婆 羅 門 を形 容 す る定 型 句.諸 処 に み られ るが,対 応 す るパ ー リ文 は,

後 述AN.III.58な ど参照 類 似 した 梵 文 はDivyavadana,Cowelled.,p.620.14-20.

12)Ms.upadhyapako.

13)Ms.tridandin.

14)『 破 僧 事 』 に含 まれ る 『沙 門 果 経 』 相 当 部 分 は,梵 文 仏 典 研 究 会(平 岡 聡,山 極 伸

之 ほか)に よ る 「梵 文 『沙 門 果 経 』 和 訳(1),『 佛 教 大 学 仏 教 学 会 紀 要 』2号((994)

pp.1-32「 同(2)｣同3号(1995)pp.17-57に 和 訳 が 発 表 され て い る.

15)Ms.svargapayams.

16)Ms.iyamta.

)7)以 下 の21項 目 は 『沙 門 果 経 』 相 当 部 の 戒 蘊 定 形 句 の うち,§41か ら §61ま で の2)

パ ラ グ ラ フ か ら代 表 す る言 葉 を取 り出 して 並 べ た も の に 同 じ.但 し若 干 の 混 乱 あ る い

は 意 味 不 明 語 が あ るた め,現 時 点 で は 完 全 に は復 元 で き な い.前 掲 「山極 論 文 」37-39

頁 に 示 さ れ る戒蘊 一 覧 の 第8項 「種 子 ・草 木 の保 護｣以 下 に 対応 す る.

18)Ms.bhagavaty.

19)Ms.asaptayam.

20)Ms.padasom.
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(136) 梵文長阿含のTridandi-sutraに ついて(松 田)

21)Ms.nyayenaryena.

22)榎 本 文 雄 「仏 教 に お け る三 明(tisso vijja)の 成 立｣『 印度 学 仏 教 学 研 究 』29-2(1981)

pp.939-936,同 「初 期 仏 典 に お け る 三 明 の 展 開 」 『佛 教 研 究 』)2号(1982浜 松)pp.

63-81参 照.な おTridandi-sutraの2偈 は 『雑 阿含 』1161経 の2偈 と同 一 で あ ろ う.「 宿

命 憶 念 智 見 生 天 悪 趣 得 諸 受 生 尽 牟 尼 明 決 定 知 心 善 解 脱 解 脱 一 切 貪 具 足 於

三 明 三 明 婆 羅 門(大 正2,309c-310a)」.た だ しPingalatreya-sutra末 尾 の2偈 の う ち,

第2偈 後 半 句 はTridandi-sutraの 偈 と異 な り,後 述AN.III.58&59末 尾 に現 わ れ る偈 に

対 応 す る.

23)末 尾 の2偈 に先 立 つ 文 章 が そ れ で あ るが,こ の 中 のvisesaの 用 例 につ い て は,漢 訳

『雑 阿含 』 第7巻 第140-141経(大 正2,43a)に 見 られ る 「次 経 亦 如 是.差 別 者 … 」

あ る い はAKBh,Yasomitra,Wogihara ed.,P.275,l.,11-12,etad eva sirtram ulctva'yam visesah…

等 と同 じで あ る との 御 教 示 を学 会 発 表 後 に本 庄 良 文 氏 よ り得 た.御 礼 申 し上 げ る.

24)PTS.ed.,AN,vol.I,pp.163-168.

(本稿 は 平 成15-18年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 研 究(B題(2)に よ る研 究 成 果 の一 部 で あ る)

〈キ ー ワー ド〉 長 阿 含 経,Tridandin,戒 蘊,梵 文 写 本

(佛教 大 学教 授)

新刊紹介

Bibliotheca Indologica et Buddhologicall

李 鐘 徹

『梵 蔵 文 阿 毘 達 磨 倶 舎 論9破 我 品 』

B5版 ・190頁 ・定価6,300円

山喜房佛書林 ・2003年8月
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as different from individuals; and 3) as the universal and individuals are dif-

ferent, one can never define the relation between the universal and individu-

als. Against this, the Samkhya school accuses the Apoha theory of commit-
ting the same faults. Commenting on Dharmakirti's reply to this objection, 

Sakyabuddhi offers his three-fold interpretation, whereby Sakyabuddhi sug-

gests that anyapoha, if considered to consist in an external object or in an 
internal consciousness, should not be regarded as something perdurable. 

175. The Tridandi-sutra in the Dirgha-agama Manuscript 

Kazunobu MATSUDA 

In the Dirgha-agama manuscript recently discovered in Gilgit, the Tridan-
di-sutra forms the first text of the last section named Silaskandhika. Up to 

now its existence was only known indirectly from quotations such as in the 
Abhidharmakosavyakhya by Yasomitra and the Abhidharmakosatika Upaika 

by Samathadeva. However, no sutra connected with the name Tridandin is 
found in Pall or in Chinese and Tibetan translations. I briefly report on the 

contents of this new sutra along with the second text, the Pingalatreya-sutra, 

which has a similar contents as the Tridandi-sutra, and on their position in 

the Dirgha-agama of the Sarvastivadin .Buddhist order. I also point out the 
similarity in structure of the Tridandi-sutra, as well as the Pingalatreya-su-
tra, with two Pall sutras, and speculate that they may have derived from a 
single source. 

176. On the "Five Types of Quest" in the Mulamadhyamakakarika 

Chiaki OZAWA 

The purpose of the Mulamadhyamakakarika is to declare nihsvabhavata. 

For this purpose, Nagarjuna reveals the opponents' contradictions through 
various means, and proves nihsvabhavata. There are "five types of quest" 

in his argument. The "five types of quest" adds a denial of difference to the 

argumentation against wrong views found in Early Buddhism, and leads to
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